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はじめに
オヨギユスリカ属 Pontomyia（双翅目，ユスリカ科）

は体長 1.3 ～２.0 ｍｍ前後の小型の海生ユスリカ類で
ある（山本，2010；Huang & Cheng, 2011）．本
属は性的二形がみられ，雄は羽状毛を欠いた長い触
角，艪のように変形した翅，短い中脚をもち，雌は幼
虫のような外見を呈し，翅や平均棍を欠くことが特徴で
ある（山本，2010）．幼虫や蛹は藻場の海底に生息し
ているが，海面に浮かび上がった後に羽化し，成虫は
海面で交尾を行う（Soong et al., 1999）．

本属はこれまでにサモアオヨギユスリカ Pontomyia 
natans Edwards, 1926， セトオヨギユ スリカ P. 
pacifica Tokunaga, 1932，P. cottoni Womesley, 
1937，P. oceana Tokunaga, 1964 の 4 種が 記 載
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さ れ て い る（Edwards, 1926; Tokunaga, 1932, 
1964; Womesley, 1937）．しかし，核およびミトコン
ドリア DNA の部分配列を用いた分子系統関係を調べ
た結果，P. cottoni はサモアオヨギユスリカと同じクレー
ドに包含されること，形態形質における差は変異の範
囲内と考えられることから，P. cottoni はサモアオヨギ
ユスリカのシノニムとされた (Huang et al., 2014)．

日本国内では，サモアオヨギユスリカとセトオヨギユ
スリカの 2 種が南西諸島から北海道忍路までの各地か
ら発見されているが（表１），利尻島沿岸からは確認さ
れたことはなかった．

本稿では 2021 年 7 月および 8 月に利尻島で初めて
オヨギユスリカ類が発見されたため，標本の観察結果
を報告する．

表 1．日本国内におけるオヨギユスリカ属 Pontomyia の記録

種名 国内からの記録 参考文献

Pontomyia natans 
サモアオヨギユスリカ

新潟県佐渡市相川村 Hashimoto, 1959; Hashimoto, 1962
北海道小樽市忍路 Hashimoto, 1959
紀伊半島 Hashimoto, 1959

Pontomyia pacifica 
セトオヨギユスリカ

和歌山県白浜町瀬戸 Tokunaga, 1932
鹿児島県熊毛郡屋久島町 Hashimoto, 1962
高知県室戸市 Kawai et al., 2011
本州の大洋沿岸 Kawai et al., 2015
南西諸島 Kawai et al., 2015
沖縄県恩納村真栄田岬 Satoh & Cheng, 2009; Huang & Cheng, 2011
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材料と方法
2021 年 7 月 31 日に新湊漁港，8 月 7 日および 17

日に蘭泊漁港，新湊漁港，栄浜漁港で採集を試み，
2022 年 8 月 15 日には出現の確認を行った採集には
紐をつけたバケツを用い，オヨギユスリカ類を掬った．
オヨギユスリカ類はピンセットやスプーンを用いて海水
から取り出し，70% エタノールで固定，保存した．
固定したオヨギユスリカ類は実体顕微鏡（SZH-ILLB; 
Olympus, Japan）を用いた形態観察を行った後，
交尾器，右側の翅，脚を外した．交尾器と翅は 10% 
KOH (10 分 ) で筋肉を溶かした後，乳酸と酢酸フクシ
ンの混合液（15 分）で染色，脱水を行い，アセトサ
リシレートで脱水（15 分）を行った．100％エタノール
（10 分以上）で脱水および保管した．脚は筋肉の溶
解や染色を行わず，100% エタノール中で脱水・保管し
た．脱水を行った交尾器・脚はユーパラルを用いてプレ
パラート封入し，光学顕微鏡にてそれぞれ観察した．ま
た，一部の個体についてはエチレングリコールモノエチ
ルエーテルに 30 分，キシレンに 15 分静置して脱水し，
昆虫ピンで刺して，乾燥標本として保管した．各部の名
称は Tokunaga (1932) と山本（2010）に従った．

本研究で観察を行った標本の一部は，利尻町立博物
館に登録・収蔵した（標本番号 RTMDp92 ～ 98）．

結果
新湊漁港から雄 51 個体，雌 3 個体，蘭泊漁港から

20 個体が採集された．栄浜漁港では採集されなかっ
た．2022 年 8 月 15 日に新湊漁港にオヨギユスリカが
出現した際の写真を図 1 に示した（白色部が密集する

オヨギユスリカ）．採集した標本の形態観察の結果，採
集された全ての標本がサモアオヨギユスリカであると同定
された．本標本の形態について詳細を以下に記述する．

Family Chironomidae　ユスリカ科
Genus Pontomyia Edwards, 1926　オヨギユスリカ属

Pontomyia natans Edwards, 1926
サモアオヨギユスリカ（図 2，3）

観察標本．2 個体，RTMDp92（雄，70% エタノー
ル液浸，プレパラート），RTMDp93（雄，乾燥）
利 尻 町 沓 形 新 湊 漁 港，31. VII. 2021．3 個 体，
RTMDp94（雄，70% エタノール液浸，プレパラー
ト ），RTMDp95（ 雌，70% エ タ ノ ー ル 液 浸 ），
RTMDp96（雄，乾燥），利尻町沓形新湊漁港，7. 
VIII. 2021．２個体，RTMDp97（雄，70% エタノー
ル液浸，プレパラート），RTMDp98（雄，乾燥），
利尻町沓形蘭泊漁港，7. VIII. 2021．

外部形態．雄（RTMDp92）は体長 1.70mm．頭部
は黒から暗褐色，胸部は褐色，腹部と脚は白から淡
褐色をそれぞれ示す（図 2A）．触角は 13 環節からな
り，羽状毛を欠く．前脚，後脚は長く，中脚は短い（前
脚：中脚：後脚＝ 4.1：1.2：2.9）．前脚の先端は尖っ

図 1．サモアオヨギユスリカ出現時の写真（2022 年 8 月 15 日，
新湊漁港）．

図 2．利尻島産サモアオヨギユスリカのエタノール固定標本写
真．A, 雄 ; B, 雌．
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ており，鉤爪などの付属肢を欠く（図 3C）脚の先端
には複数の膜状構造を有する．翅の基部から中央にか
けて膨らみがあるが，先端は扁平で，折れ曲がる（図
2A；3B）．翅脈は不明瞭．翅の前縁の中央から先端
部には毛を有する（図 3B）．第 9 背板は尾針を欠く．
交尾器の把握器と底節は癒合し，湾曲している（図
3A）．内葉は細くくびれは無い．底節と把握器，内葉
には複数の剛毛を有する（図 3A）．

雌（RTMDp95）は体長 2.49mm. 蠕虫状の体を
もち，翅や平均棍を欠く ( 図 1B)．2 対の脚を有し，
それぞれ 4 節からなる．

所見．利尻島沿岸から得られた標本はサモアオヨギ

ユスリカと一致したことから，本種に同定した．オ
ヨギユスリカ属にはサモアオヨギユスリカの他にセ
トオヨギユスリカと P. oceana が含まれている．本
標本群は，これら２種とは表 2 で示した形態の形
質状態が異なっているほか，P. oceana とは雄の前
脚の先端の形態で区別できる．

オヨギユスリカ属は表 1 で示した地点から報告
がされており，筆者らの確認では北限は北海道忍路
であり，道北からは記録がなかった．利尻島沿岸に
生息する節足動物（等脚類）では，利尻島沿岸まで
流れる対馬暖流の影響によって，分布の中心が中
央日本以南にあるものも生息していると推測され
ている（布村，2004）．本種はサモアをタイプ産地

図 3．利尻島産サモアオヨギユスリカの雄の外部形態形質のスケッチ．A，交尾器；B，翅；C，前脚（先端）；D，中脚（先端）；E，後脚（先端）．

表２．オヨギユスリカ属 Pontomyia の既知 3 種と本標本群の形態形質

種名等 雄 雌 参考文献翅の形態 交尾器の形態 複眼の数 脚の節数

本標本群
翅の中央～先端部の周縁に微細な
毛を有する（図 3B），翅の基部か
ら中央が膨らむ

内葉は細く，えぐれない， 
底節とは分離（図 3A） 11 4 本研究

サモアオヨギユスリカ 
P. natans

翅の中央～先端部の周縁に微細
な毛が生える，翅の基部から長さ
2/3 程度の範囲が膨らむ

内葉の内側はえぐれない， 
底節とは分離 8–10 4 Edwards (1926)

セトオヨギユスリカ 
P. pacifica

翅の中央～先端部の周縁に微細な
毛を有する，翅にふくらみはない

内葉の内側はえぐれる， 
底節とは分離（図 3A） 5–7 3 Tokunaga (1932)

P. oceana 翅の上部と下部には剛毛を有する 底節は把握器，内葉と癒合 不明 不明 Tokunaga (1964)
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とし，台湾やフィジー，マレーシア，オーストラリ
ア等の熱帯から亜熱帯の地域から発見されているが
（Huang & Cheng, 2011），利尻島以外にも忍路
や佐渡から発見されていることから（Table 1），
本種の分布においても対馬暖流の影響を受けている
可能性があげられる．その一方で，これまで利尻島
をはじめとする道北からの報告がないことから，船
などによる人為的な移入の可能性も考えられる．道
北をはじめとする周辺海域での本種の分布を調査す
ることで，利尻島への分布の成因を解明できる可能
性がある．

本研究では，幼虫や蛹を得ることができなかった．
幼虫はアオミドリシオグサ Cladophora densa やウミト
ラノオ Sargassum thunbergiii がみられる海底から発
見されている（Hashimoto, 1959）．利尻島沿岸の岩
礁域においても，シオグサ科やホンダワラ科の種が報告
されており（川井ほか，2007），それらを生育している
場所はサモアオヨギユスリカの幼虫の生息環境となって
いる可能性がある．今後はこれらの藻類が生息する岩
礁などを調査することにより，利尻島沿岸での幼虫や
蛹の発見が期待される． 
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